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エリントン島のプエルト・エデンを中心、1こテンパ_ノ
氷河,ピオU世氷河から氷陸部,ベルナル ド氷河及びウ
エリントン島一帯,バーケノレ狭江からオヒギンス氷河
周辺にかけて氷河・古地磁気の調査活動をすることが
予定されていた0 しかし日本出発までに集めえナこパタ
ゴニアに関する情報はあまりにも漠と しており結局は
現地での計画再検討も止むを得ないと しなければなら
なかった。

装備は各種観測機器の他にフィヨルドでの足として
40馬力船外エンジンをっけたグラスフブイバーボート
を用意した0 その他チェインソー,ゴムボ_トなどが
変ったところで,登蕊用具も少ない。 九だすべての点
で雨と風の対策には注意した。食料のほとんどはチリ
で購入したがパタゴニフに入ってしまえば補給が全く
ないもの巴して約3ケ月分もの膨大な量を用意した
ボート'燃料'観測器機・食料を含めて総重量は3ト
ンを超えた。

チリ海軍の軍艦、アギラ、がわれわれとすべての荷
物をのせてバルパライソを出航したのは12月 9日であ
つナこ。サンチャ ゴでのチリ当局とのいろいろな交渉に1
ケ月忙殺されてしまってぃただけに,とにかくこの暑
さとほこりの都会を去る日は心がはずんだ。われわれ
貪乏調査隊のためにチリ政府は海軍.空軍妙め積極的
な協力を約束してくれた。それは彼ら自らの手でパタ
ゴニフ氷陸付近の地質,地形などのデータをとるには
彼らもまた貪乏すぎたためでもあったからである、
ずれにしても南緯 33゜のサンチャゴからウェリントン
島中部の南緯 49゜のプエルト.ニデンまでのすべて輸
送の便を与えられたことは大きな利であったもっ
とも軍艦といってもBARCAZAと呼ばれる韓送船
で,甲板やブリッジに女性や子供をみっけてびくり
したくらいである。

始めの二三日を太平洋の波に船酔い状態で船室でご
ろごろしているうちに,いっの間にか空と海は不気味
よ灰色にかわっていた0 やがてタイタオ半島をまわ
てペニアス湾に入りフィヨルドにさしかかると海は
静かだがたえまなく降る雨と鉛色の空に漸く土に聞
く荒天のパタゴニアを感じる。航海の難所イギリス海
峡をすぎて12月10日10時プエルト.エデンに投ぴょ、,
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パタゴニアは,広大な南米大陸が南に下るにしたが
つて次第に狭まりパンパスが終るあたりりオ.、グ
口から最南端永ーン岬に至る西緯 400以南の地域の呼
び名である0 その自然はチリ.アルゼンチン国境,と
いうよりもアンデスの続きとしてのパタゴニア氷陸を
境に,東西全く異なる様相を呈してぃる

フルゼンチン側に横たわる広漠とした士地の大邦分
は西に向かってなだらかに高度を増す犬草原で西力ゞ
卓越した周極風を氷陸がさえぎってくれるため,乾燥
気候で気温も10゜Cを下ることはない
一方チリ側パタゴニアでは国境付近に南極グリ_
ンランドに次ぐ大氷陸が幅30~80屈,南北約900履に
わたって横たわっている。その太平洋岸特に南緯450
以南は,複雑な海岸線,氷河の侵蝕の跡1ど海永が久り込
んだ奥深いフィヨルド,大小無数の島々{からなる沈降
海岸である0 中でも最も大きなニオレ峡江は約5d局(も
内陸ヘ入り込心でおめ氷陸直下に達してぃるプ、
ルドの奥には永河あ末端邪押し1出てぃたりモ、レ」、
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トロ所長らの住む空軍気候象観測所に荷上げしナこ。こ

の建物は以俊のわれわれの調査活動の基地となること

になっ九。付近には数軒のアラカルフ族の小さな家が

あるだけで,大きなアンテナ塔を裏にそびえさせてい

るこの観測所はプニルト・エデンの政治・交明の中心

であった。

12月18日井上(治),井上(民),安成とアラカルフ

のホセ.トンコの4人がピオ11世氷河の偵察に三日間

の予定で出発しナこ。ホセ.トンコは1963年にエキマウ

ス峡江からエレクトリコ湖まで氷陸を横断し九ガルツ

ア隊にもフィヨルドの案内人をつとめナこ男である0 往

れてぃる日程と,サンチャゴで聞いナこ1963年氷陸横断

隊のガルシアやマランゲニシエの話とから,すでにわ

れわれはピオ11世氷河をあきらめてぃた。目標をブ丁

ルコン峡江の氷河のーつに決めるための偵察である0

フプルコンに入る頃から雲一つない青空の下にパタ

ゴニア南氷陸の白い峰々が見えはじめた。りソパト戸

ンがみえる。氷山が次第に密になり,遂に海面がぎっ

しりと氷で覆われてしまい進行不能となる0 もはや,

すでに通りすぎて来たHPSI0氷河にしか可能性がな

くなっナこ。(HPSはHIELO PATACON'CO SJR の

意,HPSI0氷河はりソパトロンに源を発し湖に落ち

込み川となってフブルコン峡江ヘ流れ出ている0 河口

でキャンプし翌29日,数百mほどの高台に登って奥の

湖までのルートを探し九。川を渡り湿原を歩くことが

できれぱ湖まで約即鄭湖から氷河ヘの取付きの可能性

は不明であるがこの偵察の結論としては可と断じた。

年があけて1月 3 日,雨の中を15トンの漁船モロッ

コ号がHPSI0氷河の調査に向かうわれわれをのせて

5 ノット程のゆっくりしナこスピードでフ丁ルコン峡江

に入って行っナこ。 30ドルと単1乾電池6コが上陸地の

河口までの船賃であった。 1月 4日河口から湿原モレ

ーンを越えて湖までルートエ作。そして5日から10日

までの6日問, 1トンに近い荷物を湖岸のBCまで雨

の中をボヅカしつづけた。湿原では,空身なら沈まぬと

ころでも足をとられる。長靴も乾く問がなかっ九。湖

岸のBCの正面にはHPSI0氷河が湖に突き出し,そ

の上には時々りソパトロンが姿を見せる。

1月11日の氷河右岸から取付き点偵察を皮切りに質

PSI0と湖との観測が始まった。氷河は実に美しい。

青の濃淡だけで,運ぱれて来る黒い岩石も見あ九らな

いのは流れが速いせい力、比較的高い気温の九め氷河

の表面はどんどん融け,川となり滝となり池となつて

様々な景観を呈する。フイゼンの爪は氷の単結晶境界

に小気味よく食い込む。雨と風と流れが洞穴や尖塔な

どあきることのない氷の芸術をつくり,この観測期間

中ほんの二三度さした苅日が輝きをそえてくれ北。観

測の結果につぃては中島の報告に詳しい。

正確にいうとEPSI0氷河における1969年1月の降

雨日数は31日を数えた。そして2月 1日からの3 日間

はフブルコン海岸までの撤収ボッカに費やすはずであ

つ九。ところが,信じられないほどの快晴が撤収と同

時に始まった。夜は月光に氷河と山が映え九。夜空に

南半球の星が神秘灼な美しさをそえる。撤収の見通し

もほぽっいナこ2月 3 日,山に登らない無念さをはらす

決心をしナこ寺本・井上(治)井上(民)の三人は撤収

をっづける他の二人のテントに声をかけて海岸とは反

対の方向ヘ出発した。 8 時50分であった。 6 時半の起

床というのは,午後11時まではライトなしで行動でき
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復約200伽の航海に勇躍出発した「きょうと号」であ
あったがエイレ峡ヘ入る前にエンジンが故障してしま

つた。四人は対岸のサウマレス島の入江に漂流生活を

送ることとなっ九が,浜辺の石にびっしりついている

チ,ルガという貝のおかげで食料には困らなかった。

21日プニルト・エデンから寺本が空軍のボートで捜索

に出発,全員と「きょうと号」を積んで日の暮れかか

つナこ22時30分無事プエルト・エデンへ帰着し九。エソ

ジンを分解し九結果わかったことはその故障が極めて

致命的なものであることだっナこ。とりあえずボートな

しでできる湖沼調査から活動を開始することにしナこ。

真夏に迎えたクリスマスの馬鹿さわぎ気分がまだ残

つてぃる12月28日,寺本,井上(民)伊藤と空軍医補の

フブン.パベスそれにホセ・トンコの5人は調査氷河

の偵察に出発した。空軍のボートはプエルト・ニデン

4 、い
HPSI0

?生命線であり長期閻借りるわけにはいがないが,ト
口所長が2日間だけ都合をつけてくれたのである。遅
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るこの南緯50゜では極めて早起きのっもりである。目
指す山は湖の北方にピークだけがみぇる2012mの独立
峰0 日本の白馬岳に以てぃるのでわれわれはカバージ

"'ブランコと名付けてぃた。ビバークの覚悟はして
いたもののほとんどの食糧は下の海岸まで降してしま
つていたのでザックの内容は貪しかっ九。

湖岸を時計まわりに30分ほど歩いてから尾根にとり
つく0 90om峰までは先日測量のために登ったル_ 卜
通りである0 しかし気分が違うのかピッチは早い 11
時30分尾根の途中にある直径50mくらいの湖に着き
冷たいホッ トケーキの昼食。ここから上は雪と岩を交
互に登る。 90om峰に12時48分。エキスマウス主尾根
との問のコルへまず下りにかかる。最低鞍部18時25分
主尾根ヘ出てからゆるい雪面をひ九すら登る すべて
の一歩が人類最初のものだという気持は楽しい。
ヒドン'クレバスらしい所では軽いお方からどぅぞと
推されておそるそるる足を出す。足を抜い九穴か、の
'くクレバスは青い氷が底知れず明るい。右手に見え
ていた枝尾根は近づくにっれて,ハーケンを打てぱ裏
仭ヘっき抜けるぐらい薄い三角形の岩で出来てぃるこ
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とがわかる0 朝からガスが多く天気は再びくずれかけ
ているらしい0 14時25分には高度針は 130omを越え
る0 高度が増すにっれて氷陸が少しずっ広がって来
る0 ふりかえると湖やBCあたりが見える。

15時50分頂上直下にっく。見上げる頂上までは50m
もなかろう0 しかし厚い雪をかぷっ九大きなへルメッ
トのへりをクレバスが一巻きしてぃるようだ。ザック
をデボしカメラだけを持った井上(治)がザイルをひ
きずってク レバスを渡り今日最高の急勾配をのぽろ。
ザイルー杯の所で二人がトップを譲ってくれた頂上
は雪庇ではないかと云う声を背に聞きながらピッケル
で確かめながら登る。 頂は問違いようのない程切り立
つているが雪庇はなかった。鋭く切れた足の下にはり
オ.トリニダー ドが蛇行してエキスマウス峡江ヘとっ
づく0 低てくも処女峨その頂上から南パタゴニア氷
陸の広大な雪面を見て悪い気はしない その向こうに
フルゼンチンの青空が見える。 BCヘ22時帰着
2月 6日早朝プエルト・エデンに帰り氷河関係の調
査を終了した0 その後伊藤・井上(民)は2月25日
まで,寺本'井上(治)・安成は3月 7日までプエル
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ト.ニデンに滞在し地質,湖沼の調査を行なった。ま

九,チリ大学の学生で地質を専攻してぃるフェルナン

ド・ブエラリスが2月11日より入り行動を共にした。

氷河や地質芭ダの学術調査が目的であったわれわれ
は遂に氷.陸の上に足をおく機会を掴み得なかっナこ。残
怠会易Vぢ、ψリJr92アの山は高さにすれば日本の山と
同じ程度である。しかし340omに満たないラウタロや

ピラミデが未踏のまま残ってぃるのは二つの理由があ

る。そのーつはティルマンやシプトンの報告にあるよ

うに世界最悪とさえ云われる荒天である。パタゴニ

アというところは特に南に下るほど天候の酷しさを増

す。この点においてはヒマラヤに劣らないのではない

か。第二の困難は足の問題である。特にチリ側パタゴ

ニア氷陸ヘは氷河の遺産である迷路のようなフイヨル

ドを利用せねばならない。何らかの水上キャラバンが

必要である。海抜omから氷ヘの登山が始まるのであ

る。ポーターやツェルパのような気のきいた援助がな

い代わりに,海上輸送の方法さえ確保出来るなら楽し

いアプローチとなることも確かである。

南米南知の気候変動にっいて

1 まえがき

著者の一人は京都大学アンデス学術調査隊長として
1967年末から1968年にかけてチリー南部のパタゴニャ
地方に氷河の調査に出かけた。この地方は非常に交通
の便が悪く予定日数が限られてぃた九め氷河に長く滞
在することが出来なかったが,人跡未踏の地域の氷可
を観察することが出来た。この同じ期門にパタ.ニ
周辺は日本から多数の登山隊や調査隊が出かけたが
六甲学院の隊'東京工大隊・北大広島大合同隊か、は
料の提供を受けた0 チリーの気象業務は空軍によて
よされており,主として航空気象業務が主体である。そ
の他大学,教会などで気象観測が行なわれてぃる_
向けの天気予報はなされてぃない。新聞には前日の気
温'降水量などが記されてぃるだけであろその中で
味深いのは有名なマゼラン海峡に面した世界最南端
の大都市(人口3万人) P如始 A門0郎の新聞に記さ
れている天気記事であり,これはこの都市にあるSa
J゜S6 という教会に付属したI M0貼e。δ, Fa n。n。と
いう歴代神父の名を冠した気象観測所で観測された値
が記されている0 この教会の気象観測はチリ_最古の
もので1887年より現在に至るまで連続気象観測がナ、さ
れており,その記録は2冊の報告書にまとめられて、

よお,この付近では1834年より断続的であるが南米
最古の気象観測値があり,これも同報告に発載されて
いる0 今もなお老神父が古めかしいドイッ製の器械で
観測をっづけていろ0 われわれにとってはこの古、教
=の記録と樹木の年輪,氷河の消長の跡などがこの地
方の気候変動を知る重要な手段となった。

2 南米南部の気候の特性

まず,北半球と南半球の比較からはじめると,北半球
は高緯度まで大陸がひろがり,ジェット気流はチペ.、
ト高原をはじめ地形の影響を大きく受けて蛇行して、
カ,南半球のジェット気流はほとんど帯状流とな
いる゜南半球では40゜S以南には南極大陸は別とすれ
ぱ南米大陸南部とニュージーランドがある位で、・、
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,、

ト気流の軸がアフり力大陸やオーストラリフ大陸にか
かることはほとんどないまた,北半球では夏と冬との
気候の差が大陸と海洋の分布によって大きく支配され
冬のツベ リア高気圧や夏の小笠原高気圧のような特色
が示される0 北半球と南半球の夏と冬の月平均地上天
気図を比較してみると,北半球では夏と冬との高低気
圧の位置が大きく異なってぃるのに対して南半球では
平均的に多少の南北のずれがあっても大体の様子は
夏冬で一見同じょう.に見える。たとえぱ中緯度高気圧
の中心は,夏も冬も南米大陸の太平洋側と大西洋側に
分れていて大睦上に中心が来ることがないこれは南
米大陸の南部がかなり細くなってぃて大陸性気団の
発生源としての役割を充分してぃないと貝われる
このように南米南部では,気圧パターンが比較的帯
状であるために,最南端のジェット気流軸より南にあ
たる部分とジェット気流軸付近,その北の中緯度高圧
帯,さらに北の東風帯に大別することが出来る_
方,南米大陸上を南北にはしるフンデス山脈による地
形効果が風上側の気候と風下側の気候にわけてぃる
南米南部は40゜S付近をさかいにして,北は隆起し南は
沈降しているためフンデス山脈の高さも南北にかなわ
異なっている0 また,この九め隆起域では高原が発達
し,南部ではフィヨルド地形が発達してぃる
第1図は南米南部各地の月降水の年変化の模様を
示している0 南半球であるから中央部の6 7 8 月の
たりが冬で両側の1月や12月が夏である。高緯度の
風上側にある18番の Puerto Aysen や 2番 Isla
"ang.1ista.では年降水量が4000ミリ近くもあり
しかも年変化が殆んど認められない。アンデス山脈の
風下側にあたるフルゼンチンの16番 Puert。 Mad
や19番Sa0ね CN.は所謂パンパ地帯で年中殆んと降
雨力ξない0 22番 Punta ArenaSや23番 Isla de 王
Stad゜S などはジェット軸より南に位置してぃること
と地上の西北酉風に対して,風下側にあたるたぬ降
は比較的少ない0 フンデス山脈の風上側でジ.、ト
のやや北側になる13番 Isla west M。cha や10番
a址iag0 はジェット軸が北上する冬期には降雨が
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